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加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
単
価
及
び
集
送
乳
調
整
金

単
価
は
前
年
と
同
じ
方
式
で

算
定
。
加
工
原
料
乳
生
産
者

補
給
金
単
価
は
、
「
集
送
乳

に
最
低
限
必
要
な
コ
ス
ト
」

を
計
上
し
て
算
出
し
た
２１
年

度
単
価
を
基
に
、
生
産
コ
ス

ト
等
変
動
率
方
式
で
算
定
し

た
結
果
、
１
㌔
当
た
り
８
円

２６
銭
と
な
っ
た
（
表
）
。
飼

料
費
が
増
加
傾
向
で
推
移
し

た
が
、
搾
乳
牛
１
頭
当
た
り

乳
量
も
増
加
傾
向
で
推
移
し

た
こ
と
を
反
映
さ
せ
た
。

集
送
乳
調
整
金
は
、
経
費

が
か
か
る
条
件
不
利
地
か
ら

も
集
乳
す
る
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
（
指
定
団
体
）
等
に

交
付
す
る
。
単
価
は
、
「
集

送
乳
に
最
低
限
必
要
な
コ
ス

ト
を
除
い
た
集
送
乳
経
費
」

か
ら
算
出
し
た
２１
年
度
単
価

を
基
に
、
集
送
乳
コ
ス
ト
等

変
動
率
方
式
で
算
定
し
た
結

果
、
２
円
５９
銭
と
な
っ
た
。

輸
送
費
が
増
加
傾
向
で
推
移

し
た
が
、
集
送
乳
量
も
増
加

傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
を
反

映
さ
せ
た
。
補
給
金
と
の
合

計
は
、
２１
年
度
と
同
額
の
１０

円
８５
銭
と
な
る
。

２２
年
度
の
乳
製
品
向
け
生

乳
消
費
量
は
、
業
務
用
需
要

の
一
定
の
回
復
を
見
込
む

が
、
１９
年
（
コ
ロ
ナ
前
）
の

水
準
を
下
回
る
３
６
１
万
㌧

と
推
定
。
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ

ス
輸
入
量
１４
万
㌧
及
び
Ｔ
Ｐ

Ｐ
１１
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
税
割

当
数
量
２
万
㌧
を
差
し
引
い

て
、
補
給
金
の
総
交
付
対
象

数
量
（
乳
製
品
向
け
に
必
要

と
な
る
生
乳
供
給
量
）
は
、

２１
年
度
と
同
量
の
３
４
５
万

㌧
と
し
た
。
牛
乳
等
向
け
生

乳
消
費
量
は
２１
年
度
を
上
回

る
４
１
２
万
㌧
、
自
家
消
費

等
量
は
２１
年
度
並
み
の
５
万

㌧
と
推
定
。
生
乳
必
要
量
の

合
計
は
７
６
２
万
㌧
と
な

る
。一

方
、
生
乳
生
産
量
は
経

産
牛
頭
数
及
び
１
頭
当
た
り

乳
量
の
増
加
に
よ
り
、
２１
年

度
を
上
回
る
７
６
２
万
㌧
と

推
定
。
需
給
が
均
衡
す
る
こ

と
か
ら
、
要
調
整
数
量
は
発

生
し
な
い
と
見
込
ん
だ
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

制
度
で
は
、
交
付
対
象
５
品

種
の
保
証
基
準
価
格
と
合
理

化
目
標
価
格
を
設
定
し
て
い

る
。前
者
は
、肉
用
子
牛
の
生

産
条
件
や
需
給
事
情
な
ど
を

考
慮
し
、
再
生
産
を
確
保
す

る
こ
と
を
旨
と
し
て
定
め
ら

れ
る
価
格
。
後
者
は
、
輸
入

牛
肉
に
対
抗
し
得
る
肉
用
牛

生
産
の
確
立
を
図
る
た
め
、

繁
殖
農
家
・
肥
育
農
家
の
生

産
の
合
理
化
に
よ
り
、
そ
の

実
現
が
必
要
な
目
標
価
格
。

前
年
と
同
じ
方
式
で
算
定

し
た
結
果
、
生
産
コ
ス
ト
の

変
化
率
な
ど
の
変
動
幅
は
小

さ
く
、
両
価
格
は
全
品
種
で

２１
年
度
と
同
額
と
な
っ
た
。

脱
粉
2．5
万
㌧

飼
料
用
向
け

２２
年
度
の
農
畜
産
業
振
興

機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
事
業
に

よ
る
畜
産
物
価
格
関
連
対
策

で
は
、
支
援
策
を
拡
充
す
る

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、
緊
急
対
策
を
講
ず

る
。需

要
低
下
で
脱
脂
粉
乳
の

民
間
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
。
緊
急
対
策
と
し
て
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

脱
脂
粉
乳
等
の
需
給
安
定
推

進
事
業
」
３７
億
円
を
措
置
。

内
訳
は
、
在
庫
低
減
支
援
対

策
に
２８
億
３
千
万
円
、
販
路

拡
大
等
支
援
対
策
に
８
億
４

千
万
円
。
生
産
者
と
乳
業
メ

ー
カ
ー
が
協
調
し
て
行
う
在

庫
低
減
の
取
り
組
み
（
脱
脂

粉
乳
２
万
５
千
㌧
を
飼
料
用

向
け
に
転
用
）を
支
援
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
新

た
に
始
め
る
場
合
の
Ｅ
Ｃ

（
電
子
商
取
引
）
サ
イ
ト
の

開
発
等
の
販
売
形
態
の
変
更

や
、
消
費
拡
大
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
取
り
組
み
も

支
援
す
る
。

「
酪
農
生
産
基
盤
強
化
の

た
め
の
総
合
対
策
」
は
４５
億

７
千
万
円
で
２１
年
度
と
同

額
。
そ
の
う
ち
、
中
小
酪
農

経
営
等
の
生
産
基
盤
維
持
・

強
化
対
策
は
拡
充
し
、
暑
熱

等
に
よ
る
飼
料
不
足
を
支
援

す
る
（
代
替
飼
料
の
共
同
購

入
１
㌔
当
た
り
５
円
）
。
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
対
策
も
拡
充

し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
改
善

を
支
援
す
る
（
最
大
で
月
３

万
円
、
最
長
２４
ヵ
月
）
。

「
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策

の
補
完
事
業
」
も
２１
年
度
と

同
額
の
３６
億
４
千
万
円
を
措

置
。
優
良
な
繁
殖
雌
牛
の
導

入
を
推
進
す
る
（
１
頭
当
た

り
４
万
円
、
高
能
力
牛
は
同

５
万
円
）
。

こ
の
ほ
か
、
緊
急
対
策
と

し
て
、
和
牛
肉
の
販
売
促
進

支
援
に
５
０
０
億
円
を
措
置

（
２０
〜
２２
年
度
の
事
業
）
。

ま
た
、
２１
年
度
補
正
予
算
で

配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の

異
常
補
て
ん
基
金
に
２
３
０

億
円
の
積
み
増
し
を
実
施
す

る
が
、
民
間
の
積
み
立
て
が

な
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
つ
な

ぎ
と
な
る
拠
出
金
も
準
備
す

る
（
最
大
１
５
０
億
円
）
。

政
府
は
１２
月
２４
日
、
２２
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

２１
年
度
当
初
予
算
比
０
・
３

％
減
の
２
兆
２
７
７
７
億
円

を
確
保
し
た
。
内
訳
は
公
共

事
業
費
が
２１
年
度
並
み
の
６

９
８
１
億
円
、
非
公
共
事
業

費
が
０
・
５
％
減
の
１
兆
５

７
９
６
億
円
。
米
の
需
給
安

定
、農
産
物
の
輸
出
力
強
化
、

新
規
就
農
支
援
な
ど
に
重
点

を
置
い
た
。

農
業
関
係
の
重
点
事
項

は
、
①
生
産
基
盤
の
強
化
と

経
営
所
得
安
定
対
策
の
着
実

な
実
施
②
３０
年
輸
出
５
兆
円

目
標
の
実
現
に
向
け
た
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
力
強

化
、
食
品
産
業
の
強
化
③
環

境
負
荷
軽
減
に
資
す
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策

の
推
進
④
ス
マ
ー
ト
農
業
、

ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
（
農
水
省
共
通

申
請
サ
ー
ビ
ス
）
等
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推

進
⑤
食
の
安
全
と
消
費
者
の

信
頼
確
保
⑥
農
地
の
最
大
限

の
利
用
と
人
の
確
保
・
育
成
、

農
業
農
村
整
備
⑦
農
山
漁
村

の
活
性
化
―
の
七
つ
。

「
持
続
的
生
産
強
化
対
策

事
業
」
に
２１
年
度
当
初
予
算

比
５
億
円
増
の
１
７
４
億
円

を
計
上
。
野
菜
、
果
樹
、
花

き
、
茶
・
薬
用
植
物
、
畜
産

等
の
品
目
ご
と
の
持
続
的
な

生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け

て
、
農
業
者
や
農
業
法
人
、

民
間
団
体
等
が
行
う
生
産
性

向
上
や
販
売
力
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
地
方
公
共

団
体
が
主
導
す
る
産
地
全
体

の
発
展
を
図
る
取
り
組
み
を

総
合
的
に
支
援
す
る
。

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
は
２１
年
度
と
同
額

の
３
０
５
０
億
円
を
確
保
。

水
田
で
の
麦
・
大
豆
、
飼
料

用
米
等
の
本
作
化
、
輸
出
等

の
新
市
場
開
拓
に
向
け
た
低

コ
ス
ト
生
産
の
取
り
組
み
な

ど
を
支
援
す
る
。
「
畜
産
・

酪
農
経
営
安
定
対
策
」
も
２１

年
度
と
同
額
の
２
２
９
６
億

円
（
所
要
額
）
を
確
保
。
肉

用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金

（
牛
マ
ル
キ
ン
）
や
加
工
原

料
乳
生
産
者
補
給
金
の
交
付

等
に
よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経

営
の
安
定
を
支
援
す
る
。

農
産
物
の
輸
出
拡
大
に
向

け
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

よ
る
海
外
で
の
販
売
力
の
強

化
」に
１
億
円
減
の
２９
億
円
、

「
輸
出
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等

対
応
施
設
の
整
備
」
に
７
億

円
増
の
３１
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
た
。

新
規
の
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
実
現
技
術
開

発
・
実
証
事
業
」
に
は
３５
億

円
を
計
上
。
現
場
の
農
林
漁

業
者
等
が
活
用
す
る
技
術
の

持
続
的
改
良
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
や
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の

活
用
技
術
の
社
会
実
装
を
加

速
化
さ
せ
る
た
め
の
技
術
開

発
な
ど
を
推
進
す
る
。

「
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
に
向
け
た
総
合
的
な
支

援
」
は
２
億
円
増
の
２
０
７

億
円
を
確
保
。
経
営
発
展
の

た
め
の
機
械
・
施
設
、
家
畜

な
ど
の
導
入
を
地
方
と
連
携

し
て
親
元
就
農
も
含
め
て
支

援
す
る
。
就
農
に
向
け
た
研

修
資
金
、
経
営
開
始
資
金
、

雇
用
就
農
の
促
進
の
た
め
の

資
金
な
ど
も
支
援
す
る
。

農
水
省
は
１２
月
２４
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
を
開
き
、
２２
年
度

畜
産
物
価
格
に
つ
い
て
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
。
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
単
価
等
の
政
策
価
格
は
す
べ
て
据
え
置
い
た
。
関
連
対
策
と
し
て
、
酪
農
生
産
基
盤
強

化
の
た
め
の
総
合
対
策
や
、肉
用
牛
経
営
安
定
対
策
の
補
完
事
業
な
ど
を
措
置
し
た
ほ
か
、

脱
脂
粉
乳
の
在
庫
対
策
な
ど
の
緊
急
対
策
も
決
め
た
。

環
境
負
荷
軽
減
の

取
り
組
み
に
特
例

２２
年
度
税
制
改
正
大
綱

農
水
省
は
１２
月
２４
日
、
同

日
閣
議
決
定
さ
れ
た
２２
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
お
け
る
農

林
水
産
関
係
事
項
を
発
表
し

た
。
農
林
水
産
業
の
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を

税
制
特
例
措
置
で
支
援
す

る
。み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
を
実
行
す
る
た
め
の
法

整
備
を
前
提
に
、
同
法
の
環

境
負
荷
低
減
に
係
る
計
画
の

認
定
を
受
け
た
農
林
漁
業
者

が
、
一
定
の
機
械
装
置
、
建

物
等
の
取
得
等
を
し
て
、
環

境
負
荷
低
減
に
係
る
活
動
の

用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
取
得
価
格
の
３２
％
（
建
物

等
に
つ
い
て
は
１６
％
）
の
特

別
償
却
が
で
き
る
措
置
等
を

講
ず
る
（
所
得
税
・
法
人

税
）
。

金
子
原
二
郎
農
林
水
産
大

臣
は
１
月
７
日
の
会
見
で
、

年
末
年
始
に
懸
念
さ
れ
た
生

乳
の
大
量
廃
棄
に
つ
い
て
、

「
生
乳
の
消
費
が
伸
び
て
い

る
。
廃
棄
は
現
時
点
で
は
生

じ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

２１
年
度
の
生
乳
生
産
量
が

前
年
を
上
回
っ
て
推
移
し
て

い
る
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
牛
乳
・
乳
製
品

の
業
務
用
需
要
の
低
迷
が
長

期
化
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

不
需
要
期
で
あ
る
年
末
年
始

に
生
乳
需
給
が
緩
和
し
、
生

乳
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
官

民
一
体
で
の
需
要
喚
起
の
動

き
が
広
が
っ
た
こ
と
が
功
を

奏
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
改

善
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
る
事
態

は
回
避
さ
れ
た
。

生
乳
余
剰
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
は
続
く
。
金
子
大
臣
は

学
校
給
食
向
け
の
需
要
が
な

く
な
る
春
休
み
に
つ
い
て
、

「
引
き
続
き
乳
業
界
と
連
絡

を
密
に
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

２０２２年度農林水産関係予算 （億円）
２１ 年 度
補正予算額

８，７９５

３，７１６

５，０７９

２２ 年 度
概算決定額

２２，７７７
（９９．７％）

６，９８１
（１００．０％）

１５，７９６
（９９．５％）

２１ 年 度
当初予算額

２２，８５３

６，９７８

１５，８７５

農林水産予算総額
（対前年度比）

公共事業費
（対前年度比）

非公共事業費
（対前年度比）

２０２２年度畜産物価格
１ 加工原料乳生産者補給金単
価及び集送乳調整金単価（１㎏
当たり）

８円２６銭
２円５９銭
１０円８５銭
３４５万㌧

生 産 者 補 給 金
集 送 乳 調 整 金
合 計 単 価
総交付対象数量

２ 肉用子牛の保証基準価格と
合理化目標価格（１頭当たり）

５４１，０００円
４９８，０００円
３２０，０００円
１６４，０００円
２７４，０００円
４２９，０００円
３９５，０００円
２５３，０００円
１１０，０００円
２１６，０００円

黒 毛 和 種
褐 毛 和 種
その他の肉専用種
乳 用 種
交 雑 種
黒 毛 和 種
褐 毛 和 種
その他の肉専用種
乳 用 種
交 雑 種

保
証
基
準
価
格

合
理
化
目
標
価
格

年
末
年
始
の
生
乳
大
量
廃
棄
回
避

畜
産
物
価
格
す
べ
て
据
え
置
き

２２
年
度

関
連
対
策

脱
粉
在
庫
低
減
な
ど
支
援

２２
年
度
農
水
予
算
２
兆
２７７７
億
円
確
保

生
産
基
盤
強
化
、新
規
就
農
を
促
進

・「食料・農業 知っておきたい話」―１０５―
（２面）

・２０年 農業総産出額３年ぶりに増加 （３面）
・個人農家、多くの業種で売上高増加 （４面）
・雪害 ハウスのパイプ補強など対策 （５面）
・農水省、北海道・井上牧場を動画で紹介（６面）
・２０年 肉用牛・肥育豚生産費 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
は
１２
月
２８
日
、
２１

年
１
〜
１１
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
額
を
公
表
し

た
。
総
額
は
前
年
同
期
よ
り

２
２
８
０
億
円（
２６
・
８
％
）

増
の
１
兆
７
７
９
億
円
と
な

り
、
年
間
で
初
め
て
１
兆
円

を
超
え
た
。
牛
肉
や
果
実
、

日
本
酒
な
ど
が
好
調
だ
っ

た
。
１２
月
輸
出
分
で
さ
ら
な

る
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

輸
出
額
の
内
訳
は
、
農
産

物
（
加
工
食
品
を
含
む
）
が

７
２
１
１
億
円
（
前
年
同
期

比
２３
・
５
％
増
）
、
林
産
物

が
５
１
５
億
円
（
３３
・
８
％

増
）
、
水
産
物
が
２
６
８
６

億
円
（
３２
・
８
％
増
）
、
１

品
目
２０
万
円
以
下
の
少
額
貨

物
が
３
６
７
億
円
（
４４
・
５

％
増
）
。
こ
の
う
ち
加
工
食

品
は
４
１
４
４
億
円
（
２３
・

８
％
増
）
で
、
全
体
の
３８
・

４
％
を
占
め
て
い
る
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴

う
国
内
市
場
縮
小
が
予
想
さ

れ
る
中
、
輸
出
拡
大
は
重
要

課
題
。
政
府
は
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
額
を
２５
年
に

２
兆
円
、
３０
年
に
５
兆
円
と

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

近
年
、
輸
出
額
は
増
加
傾

向
で
推
移
し
て
き
た
。
前
年

同
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡

大
に
伴
う
外
食
需
要
減
少
で

落
ち
込
ん
だ
が
、
今
年
は
大

幅
な
伸
び
と
な
っ
た
。
海
外

で
外
食
需
要
が
回
復
傾
向
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
家
庭

向
け
需
要
も
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
こ
と
が
主
た
る
要

因
。農

産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
１

０
１
６
億
円（
４７
・
５
％
増
）

と
最
も
伸
び
た
。
中
で
も
牛

肉
が
４
７
２
億
円
（
８７
・
７

％
増
）
と
大
き
く
伸
び
た
。

鶏
卵
も
５４
億
円
（
２８
・
６
％

増
）
、
豚
肉
も
１８
億
円
（
２０

・
８
％
増
）
と
伸
び
た
。
牛

乳
・
乳
製
品
は
２
２
１
億
円

（
７
・
６
％
増
）
だ
っ
た
。

野
菜
・
果
実
等
も
４
７
５

億
円
（
２６
・
７
％
増
）
と
好

調
だ
っ
た
。
リ
ン
ゴ
が
１
１

５
億
円
（
４７
・
２
％
増
）
、

ブ
ド
ウ
が
４４
億
円
（
１１
・
７

％
増
）
、
イ
チ
ゴ
が
３２
億
円

（
７３
・
２
％
増
）
と
そ
れ
ぞ

れ
伸
び
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
酒
が
３

５
８
億
円（
７３
・
５
％
増
）、

緑
茶
が
１
８
３
億
円
（
２５
・

８
％
増
）と
伸
び
た
。
米（
援

助
米
除
く
）
は
５３
億
円
（
１１

・
９
％
増
）
だ
っ
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
中
国

が
３８
・
５
％
増
の
２
０
２
４

億
円
（
金
額
構
成
比
１９
・
４

％
）
で
最
も
多
か
っ
た
。
次

い
で
香
港
が
８
・
１
％
増
の

１
９
７
７
億
円
（
１９
・
０

％
）
、
米
国
が
４０
・
７
％
増

の
１
５
０
７
億
円
（
１４
・
５

％
）
だ
っ
た
。

台
湾
で
国
論
二
分
の

米
国
産
豚
肉
〜
日
本

は
無
関
心
？

台
湾
で
２
０
２
１
年
１２
月
１８
日

に
、
２
０
２
０
年
に
解
禁
し
た
ラ

ク
ト
パ
ミ
ン
（
餌
に
混
ぜ
る
成
長

促
進
剤
）
を
使
用
し
た
（
米
国
産
）

豚
肉
輸
入
を
再
び
禁
止
す
る
こ
と

に
つ
い
て
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

が
実
際
さ
れ
た
。
賛
成
が
優
勢
と

み
ら
れ
て
い
た
が
、
米
国
追
従
派

が
猛
烈
な
巻
き
返
し
に
成
功
し
、

否
決
さ
れ
た
。
最
大
野
党
・
国
民

党
が
発
起
し
た
の
だ
が
、
米
国
と

の
関
係
強
化
を
進
め
る
与
党
・
民

進
党
の
蔡
英
文
政
権
の
米
国
に

そ
ん

た
く

「
忖
度
」
す
る
方
針
が
支
持
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
台
湾
で
国

民
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
ラ
ク
ト

パ
ミ
ン
使
用
の
米
国
産
豚
肉
に
つ

い
て
日
本
人
は
「
無
関
心
」
に
摂

取
し
続
け
て
い
る
と
い
う
不
思
議

な
光
景
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
国

内
で
は
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
の
使
用
は

認
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、
輸
入
肉

に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
ザ
ル
に

な
っ
て
い
る
。
台
湾
は
つ
い
に
米

国
に
「
忖
度
」
し
た
が
、
日
本
は

ず
っ
と
前
か
ら
「
忖
度
」
し
続
け

て
き
た
。
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
使
用
の

豚
肉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
肉
や

内
臓
を
食
べ
て
中
毒
症
状
を
起
こ

し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

Ｅ
Ｕ
だ
け
で
な
く
、
中
国
、
ロ
シ

ア
、
台
湾
は
早
く
か
ら
国
内
使
用

も
輸
入
も
禁
止
し
て
き
た
。

台
湾
は
２
０
１
２
年
７
月
、
世

界
の
安
全
性
基
準
と
さ
れ
る
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
委
員
会
が
採
択
し
た
牛

肉
の
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
最
大
残
留
基

準（
Ｍ
Ｒ
Ｌ
、
０
・
０１
ｐ
ｐ
ｍ
）を

採
用
し
て
も
、
人
の
健
康
に
危
害

を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
は
な
い
と
し
、

Ｍ
Ｒ
Ｌ
を
牛
の
筋
肉
中
の
み
設
定

し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｌ
が
設
定
さ
れ
た
の

は
牛
肉
の
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
の
み

で
、
牛
の
内
臓
、
豚
肉
、
豚
の
内

臓
等
は
、
従
来
ど
お
り
、
ラ
ク
ト

パ
ミ
ン
の
残
留
は
認
め
て
い
な
か

っ
た
。
１２
年
当
時
の
デ
モ
の
画
像

（
写
真
）
が
台
湾
国
民
の
ラ
ク
ト

パ
ミ
ン
へ
の
拒
否
反
応
の
大
き
さ

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
米
国
は
ラ
ク
ト
パ
ミ

ン
使
用
の
豚
肉
輸
入
を
認
め
る
よ

う
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
台
湾
に

働
き
か
け
、
蔡
政
権
は
２０
年
、
輸

入
解
禁
を
決
め
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
中
国
が
台
湾
へ
の
圧
力
を
強

め
る
中
、
米
政
府
の
支
持
を
維
持

す
る
こ
と
は
不
可
欠
に
な
っ
て
お

り
、
再
禁
輸
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、

蔡
政
権
は
米
国
と
の
関
係
を
損
な

っ
て
も
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る

か
否
か
、
厳
し
い
判
断
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の

事
態
は
免
れ
た
。

安
全
基
準
を
め
ぐ
る

規
制
当
局
と
企
業
の

関
係
に
疑
念

な
お
、
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
の
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
基
準
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
に
は
委
員
会
で
の
投
票
で
安

全
基
準
が
決
ま
る
と
い
う
異
常
な

事
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
米
国

企
業
な
ど
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
よ
っ

て
緩
い
安
全
基
準
が
勝
ち
取
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
政
治
的
に
決
ま
る

国
際
的
安
全
基
準
を
厚
労
省
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
た
日
本
の
専
門
家

も
疑
問
視
し
て
い
た
。

投
票
で
政
治
的
に
安
全
基
準
が

決
ま
っ
た
の
は
、
乳
牛
の
乳
量
増

加
の
た
め
の
遺
伝
子
組
み
換
え
成

長
ホ
ル
モ
ン
（
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
、
商
品

名
は
ポ
ジ
ラ
ッ
ク
、
モ
ン
サ
ン
ト

社
開
発
）
も
同
じ
だ
。
こ
れ
も
日

本
国
内
で
は
未
認
可
だ
が
輸
入
は

ザ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
認
可
も
さ

れ
て
い
な
い
日
本
で
、
米
国
の
ｒ

Ｂ
Ｓ
Ｔ
使
用
乳
製
品
は
港
を
素
通

り
し
て
、
消
費
者
は
知
ら
ず
に
そ

れ
を
食
べ
て
い
る
。
所
管
官
庁
と

考
え
ら
れ
る
省
は
双
方
と
も
「
管

轄
で
は
な
い
（
所
管
は
先
方
だ
）
」

と
言
っ
て
い
た
。

本
誌
で
も
以
前
に
紹
介
し
た

が
、
筆
者
は
、
１
９
８
０
年
代
か

ら
、
こ
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
調
査

し
て
お
り
、
米
国
で
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
が
、
「
絶
対

大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
認
可
官
庁

と
Ｍ
社
と
試
験
を
し
た
Ｃ
大
学

が
、
同
じ
テ
ー
プ
を
何
度
も
聞
く

よ
う
な
同
一
の
説
明
ぶ
り
で
「
と

に
か
く
何
も
問
題
は
な
い
」
と
大

合
唱
し
て
い
た
。
約
４０
年
前
に
、

筆
者
は
こ
の
三
者
の
関
係
を
「
疑

惑
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
呼
ん

だ
。
認
可
官
庁
と
Ｍ
社
は
、
Ｍ
社

の
幹
部
が
認
可
官
庁
の
幹
部
に

「
天
上
が
り
」
、
認
可
官
庁
の
幹

部
が
Ｍ
社
の
幹
部
に
「
天
下
る
」

と
い
う
グ
ル
グ
ル
回
る
「
回
転
ド

ア
」
の
人
事
交
流
、
そ
し
て
、
Ｍ

社
か
ら
の
巨
額
の
研
究
費
で
試
験

し
て
「
大
丈
夫
だ
」
と
の
結
果
を

Ｃ
大
学
の
専
門
家
が
認
可
官
庁
に

提
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

米
国
で
は
、
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
投
与
牛

が
ん

の
牛
乳
・
乳
製
品
に
は
、
乳
癌
７

倍
、
前
立
腺
癌
３
倍
の
発
症
リ
ス

ク
が
あ
る
と
の
論
文
が
著
名
な
学

会
誌
（Science,Lancet

）
に
出

さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
反
対
運
動

が
再
燃
し
た
。
恐
れ
ず
に
真
実
を

語
る
人
々
が
い
て
、
そ
れ
を
受
け

て
、
最
終
的
に
は
消
費
者（
国
民
）

の
行
動
が
事
態
を
変
え
て
い
く
力

に
な
る
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
米
国
の
消
費
者
は
、

個
別
表
示
で
き
な
く
さ
れ
て
も
、

流
通
ル
ー
ト
と
し
て
「
不
使
用
」

に
し
て
い
く
流
れ
を
つ
く
っ
て
安

全
・
安
心
な
牛
乳
・
乳
製
品
の
調

達
を
可
能
に
し
、ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ダ
ノ
ン
な
ど

が
不
使
用
宣
言
を
出
す
に
至
っ

た
。
Ｍ
社
は
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
の
権
利
を

売
却
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
示
唆

と
な
る
。
消
費
者
が
拒
否
し
、
ホ

ン
モ
ノ
を
生
産
す
る
農
家
と
結
び

つ
け
ば
、
企
業
を
バ
ッ
ク
に
政
治

的
に
操
ら
れ
た
「
安
全
」
は
否
定

さ
れ
、
危
険
な
も
の
は
排
除
で
き

る
。日
本
は
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
ず
、

世
界
中
か
ら
危
険
な
食
品
の
標
的

と
さ
れ
る
の
か
。

台
湾
の
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
の
問
題

は
、
世
界
的
に
大
論
争
に
な
っ
て

い
る
食
の
安
全
性
を
め
ぐ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
話
題
に
も
な
ら
ず
、
米

国
産
豚
肉
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い

る
日
本
人
の
「
奇
妙
さ
」
を
改
め

て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
国
際

的
安
全
基
準
は
投
票
に
よ
り
政
治

的
に
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現

実
、
規
制
当
局
と
企
業
と
研
究
者

の
「
疑
惑
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

も
あ
る
。
我
々
は
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
は
ず
だ
。

第105回

１５
ヵ
国
が
参
加
す
る
地
域

的
な
包
括
的
経
済
連
携
｛
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
ア
ー
ル
セ
ッ
プ
）
｝

協
定
が
１
月
１
日
、
国
内
の

批
准
手
続
き
を
完
了
し
た
１０

ヵ
国
で
発
効
し
た
。
日
本
に

と
っ
て
、
貿
易
額
が
大
き
い

中
国
、
韓
国
と
の
初
め
て
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

と
な
る
。

日
本
、
中
国
、
豪
州
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
）
の
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
６
ヵ
国
の
計
１０
ヵ
国
が
昨

年
１１
月
２
日
ま
で
に
批
准
手

続
き
を
完
了
し
、
同
協
定
の

発
効
要
件
を
満
た
し
て
い
た

（
６０
日
後
に
発
効
）
。
１２
月

３
日
に
批
准
し
た
韓
国
の
発

効
は
２
月
１
日
に
な
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
４
ヵ

国
は
未
定
。

関
税
の
削
減
・
撤
廃
に
加

え
、
知
的
財
産
権
な
ど
の
規

定
を
設
け
て
い
る
同
協
定
。

参
加
１５
ヵ
国
の
人
口
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
合
計

が
、
い
ず
れ
も
世
界
の
約
３

割
を
占
め
る
巨
大
な
経
済
圏

が
誕
生
し
た
。

同
協
定
で
は
、
参
加
国
全

体
で
約
９
割
の
品
目
の
関
税

が
削
減
・
撤
廃
さ
れ
る
。
農

林
水
産
品
の
日
本
の
輸
入
、

輸
出
に
関
す
る
主
な
合
意
内

容
は
次
の
と
お
り
。

【
輸
入
】重
要
５
品
目（
米
、

麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
）
及
び
鶏
肉

・
鶏
肉
調
整
品
に
つ
い
て
は
、

関
税
削
減
・
撤
廃
の
対
象
か

ら
除
外
。

中
国
か
ら
の
野
菜
は
、
多

く
の
品
目
（
タ
マ
ネ
ギ
、
ネ

ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
）
を
関

税
削
減
・
撤
廃
の
対
象
か
ら

除
外
。韓
国
か
ら
の
野
菜
も
、

中
国
以
上
の
品
目
を
関
税
削

減
・
撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
。

【
輸
出
】
輸
出
重
点
品
目

の
う
ち
、
中
国
へ
の
パ
ッ
ク

ご
飯
や
米
菓
、
中
国
・
韓
国

へ
の
日
本
酒
の
関
税
は
段
階

的
に
削
減
・
撤
廃
。
た
だ
、

中
国
向
け
で
関
税
撤
廃
を
獲

得
し
た
品
目
の
中
に
は
、
豚

肉
や
イ
チ
ゴ
な
ど
、
輸
出
解

禁
に
向
け
て
協
議
中
の
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
。

２０２１年１～１１月 農林水産物・食品の輸出額
増減率
（％）

＋２６．８

＋２３．５

＋２３．８

＋４７．５

＋９．２

＋２６．７

＋１１．１

＋３３．８

＋３２．８

（農水省の資料を基に作成）

金額
（億円）

１０，７７９

７，２１１

４，１４４

１，０１６

５０３

４７５

１，０７４

５１５

２，６８６

品 目

農林水産物・食品
合計

農産物

加工食品
（アルコール飲料、調味
料、菓子等）

畜産品
（肉類、牛乳・乳製品、鶏
卵等）

穀物等
（米、小麦粉等）

野菜・果実等
（青果物、果実缶等）

その他農産物
（タバコ、緑茶、花き等）

林産物
（丸太、製材、合板等）

水産物
（水産物、水産調整品）

農
産
物
・
食
品
輸
出
額
、初
の
１
兆
円
超

RCEP １０ヵ国で発効
中国・韓国と初の経済連携協定

２１
年
１
〜
１１
月
牛
肉
・
果
実
な
ど
好
調

日本人は無関心で食べ続ける不思議
～ラクトパミンと乳牛成長ホルモン問題～

東京大学教授 鈴木宣弘氏

出所 : China Smack２０１２年３月１０日
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農
水
省
は
１２
月
２４
日
、
２０

年
の
農
業
総
産
出
額
及
び
生

産
農
業
所
得
を
公
表
し
た
。

全
国
の
農
業
総
産
出
額
（
品

目
別
生
産
量
×
品
目
別
農
家

庭
先
販
売
価
格
、
消
費
税
込

み
）
は
、
前
年
比
３
９
５
億

円
（
０
・
４
％
）
増
の
８
兆

９
３
３
３
億
円
と
な
り
、
３

年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ
た

（
表
）
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（
以
下
、コ
ロ
ナ

感
染
症
）
拡
大
に
伴
う
巣
ご

も
り（
内
食
）需
要
に
よ
り
、

野
菜
や
豚
肉
の
価
格
が
上
昇

し
た
こ
と
な
ど
が
寄
与
し

た
。
全
国
の
生
産
農
業
所
得

も
３
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

近
年
、
農
業
総
産
出
額
は

増
加
傾
向
で
推
移
し
て
き
た

が
、
１８
年
か
ら
２
年
連
続
で

前
年
を
下
回
っ
た
。
２０
年
の

産
出
額
を
品
目
別
に
み
る

と
、
野
菜
が
前
年
比
９
６
６

億
円
（
４
・
５
％
）
増
の
２

兆
２
４
８
１
億
円
と
伸
び

た
。
天
候
不
順
で
ト
マ
ト
や

ネ
ギ
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
生
産

量
が
減
少
し
た
こ
と
に
加

え
、
巣
ご
も
り
需
要
で
保
存

性
の
高
い
冷
凍
野
菜
や
簡
便

志
向
に
よ
る
カ
ッ
ト
野
菜
、

野
菜
惣
菜
の
需
要
が
増
加

し
、
多
く
の
品
目
で
価
格
が

上
昇
し
た
こ
と
等
が
寄
与
し

た
。

果
実
は
３
４
２
億
円
（
４

・
１
％
）
増
の
８
７
４
１
億

円
と
な
っ
た
。
天
候
不
順
に

よ
り
、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
、
ブ
ド

ウ
、
モ
モ
の
生
産
量
が
減
少

し
、
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と

等
が
寄
与
し
た
。

米
は
９
９
３
億
円
（
５
・

７
％
）
減
の
１
兆
６
４
３
３

億
円
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
中
食
・

外
食
向
け
需
要
が
減
少
し
た

こ
と
等
か
ら
民
間
在
庫
量
が

増
加
し
、
主
食
用
米
の
取
引

価
格
が
前
年
に
比
べ
低
下
し

た
こ
と
等
が
影
響
し
た
。

茶
は
１
１
３
億
円
（
２１
・

６
％
）
減
の
４
０
９
億
円
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
観

光
需
要
や
業
務
用
需
要
が
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
番
茶
の
価
格
が
下
落

し
た
こ
と
等
が
影
響
し
た
。

畜
産
で
は
、
豚
が
５
５
５

億
円
（
９
・
２
％
）
増
の
６

６
１
９
億
円
と
伸
び
た
。
大

規
模
化
の
進
展
に
よ
り
生
産

頭
数
が
増
加
し
た
こ
と
や
、

巣
ご
も
り
需
要
に
加
え
、
節

約
志
向
ニ
ー
ズ
か
ら
豚
肉
の

引
き
合
い
が
強
く
な
り
、
価

格
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
等

が
寄
与
し
た
。

肉
用
牛
は
４
９
５
億
円

（
６
・
３
％
）
減
の
７
３
８

５
億
円
。
和
牛
の
生
産
頭
数

は
前
年
に
続
き
増
加
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
外
食
需
要
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
訪
日
客
）
需
要
が
減
少

し
、
価
格
が
低
下
し
た
。
生

乳
は
１
６
９
億
円
（
２
・
２

％
）
増
の
７
７
９
７
億
円
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
鶏
肉
）
は
１

１
１
億
円
（
３
・
２
％
）
増

の
３
６
２
１
億
円
、
鶏
卵
は

３
億
円
（
０
・
１
％
）
減
の

４
５
４
６
億
円
と
な
っ
た
。

生
産
農
業
所
得
は
、
農
業

総
産
出
額
か
ら
物
的
経
費
を

控
除
し
、
経
常
補
助
金
を
実

額
加
算
し
て
算
出
す
る
。
２０

年
の
全
国
の
生
産
農
業
所
得

は
、
農
業
総
産
出
額
の
増
加

等
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
２

０
７
億
円
（
０
・
６
％
）
増

加
し
、
３
兆
３
４
２
２
億
円

と
な
っ
た
。

な
お
、
農
業
総
産
出
額
を

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
北

海
道
が
１
兆
２
６
６
７
億
円

（
０
・
９
％
増
）
で
１
位
。

次
い
で
鹿
児
島
４
７
７
２
億

円
（
２
・
４
％
減
）
、
茨
城

４
４
１
１
億
円
（
２
・
５
％

増
）
、
千
葉
３
８
５
２
億
円

（
０
・
２
％
減
）
、
熊
本
３

４
０
７
億
円（
１
・
３
％
増
）

と
、
５
位
ま
で
は
４
年
連
続

で
同
じ
順
位
だ
っ
た
。

農
水
省
が
１１
月
３０
日
に
公

表
し
た
家
族
経
営
協
定
に
関

す
る
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

全
国
の
同
協
定
締
結
農
家
数

（
２１
年
３
月
３１
日
現
在
）は
、

前
年
同
月
比
３
６
３
戸
（
０

・
６
％
）
増
の
５
万
９
１
６

２
戸
と
な
り
、
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。
１２
年
に
５
万
戸

を
突
破
し
て
以
降
、
年
々
増

え
て
い
る
。
２０
年
度
中
の
新

規
の
締
結
農
家
数
は
１
５
１

９
戸
だ
っ
た
。

家
族
経
営
協
定
は
、
家
族

農
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
各

世
帯
員
が
、
経
営
方
針
や
役

割
分
担
、
働
き
や
す
い
就
業

環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族

間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基

づ
き
取
り
決
め
る
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

北
海
道
（
５
３
３
３
戸
）
、

熊
本
（
３
９
９
１
戸
）
、
栃

木
（
３
８
９
１
戸
）
、
長
野

（
３
１
２
２
戸
）
、
茨
城
（
３

０
７
４
戸
）
の
順
で
締
結
農

家
数
が
多
い
。
ま
た
、
前
年

か
ら
の
増
加
数
が
多
い
の

は
、
熊
本
（
１
０
０
戸
、
２

・
６
％
増
）、
宮
崎（
８１
戸
、

４
・
０
％
増
）
、
栃
木
（
７９

戸
、
２
・
１
％
増
）
の
順
。

逆
に
減
少
数
が
多
い
の
は
、

北
海
道
（
３
４
４
戸
、
６
・

１
％
減
）
、
埼
玉
（
５６
戸
、

２
・
９
％
減
）
、
新
潟
（
４２

戸
、
２
・
９
％
減
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

同
省
は
、
増
加
の
要
因
と

し
て
、
青
年
等
就
農
計
画
及

び
農
業
経
営
改
善
計
画
の
夫

婦
共
同
申
請
時
の
締
結
、
農

業
者
年
金
の
加
入
時
の
締
結

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
減
少

の
要
因
と
し
て
は
、
死
亡
、

離
農
、
廃
業
、
法
人
化
に
よ

る
協
定
の
解
消
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

今
回
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
及
び
協
定
を

締
結
す
る
に
当
た
っ
て
の
視

点
や
動
向
等
を
把
握
・
分
析

す
る
観
点
か
ら
、
締
結
の
理

由
な
ど
を
調
査
し
た
。
２０
年

度
中
に
締
結
し
た
協
定
の
締

結
理
由
（
複
数
回
答
）
と
し

て
多
か
っ
た
も
の
は
、
「
親

世
代
か
ら
の
経
営
継
承
の
た

め
」
（
２２
・
４
％
）
、
「
新

規
就
農
」
（
２１
・
０
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
（
表
）
。

締
結
の
主
な
支
援
先
等

（
同
）
と
し
て
多
か
っ
た
も

の
は
、「
市
役
所
職
員
」（
５８

・
０
％
）
、
「
普
及
指
導
員

等
（
都
道
府
県
）
」
（
２４
・

４
％
）
、
「
農
業
委
員
」（
２２

・
９
％
）
、
「
Ｊ
Ａ
指
導
員

等
」
（
１５
・
６
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

愛
知
県
尾
張
旭
市
は
尾
張

中
部
に
位
置
し
、
北
西
部
は

名
古
屋
市
と
接
し
て
い
る
。

名
古
屋
市
の
衛
星
都
市
と
し

て
発
展
し
、
現
在
の
人
口
は

約
８
万
３
千
人
で
、
工
業
・

商
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
国
道

３
６
３
号
線
（
瀬
港
線
）
沿

ほ
ん

じ

が

は
ら

い
の
本
地
ヶ
原
地
区
に
は
戦

前
、
陸
軍
演
習
場
が
あ
り
、

戦
後
、
緊
急
開
拓
の
た
め
の

集
団
入
植
地
と
な
っ
た
。

１
９
４
５
（
昭
和
２０
）
年

か
ら
６３
年
に
か
け
て
の
本
地

ヶ
原
へ
の
総
入
植
戸
数
は
１

８
８
戸
、
う
ち
定
着
戸
数
は

１
４
８
戸
。
入
植
者
は
軍
需

工
場
等
の
工
員
６０
戸
、
軍
人

３３
戸
、
商
人
１９
戸
、
農
家
１９

戸
な
ど
で
、
う
ち
１８
戸
は
海

外
引
揚
者
だ
っ
た
。
４８
年
に

本
地
ヶ
原
開
拓
農
協
が
発
足

し
た
。

入
植
地
は
台
地
で
水
利
が

悪
か
っ
た
。
土
壌
は

強
酸
性
だ
っ
た
た

め
、
入
植
初
期
は
開

墾
と
と
も
に
土
壌
改

良
が
必
要
だ
っ
た
。

開
拓
者
は
麦
や
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
の
畑
作

に
励
ん
だ
が
、
農
業

経
験
が
浅
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
収
穫
は

少
な
か
っ
た
。

土
壌
改
良
資
材
の
導
入
に

よ
り
、
５５
年
以
降
、
１０
㌃
当

た
り
収
量
が
既
存
農
家
並
み

と
な
っ
た
。
野
菜
生
産
を
増

や
し
、
特
に
ス
イ
カ
と
ハ
ク

サ
イ
は
名
古
屋
市
な
ど
に
出

荷
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

愛
知
用
水
が
６１
年
に
通
水

し
、
水
稲
作
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

尾
張
旭
市
で
唯
一
の
集
団

農
業
地
帯
を
形
成
し
て
い
た

が
、
後
継
者
に
は
他
産
業
従

事
者
が
多
か
っ
た
。
６５
年
以

降
は
住
宅
団
地
や
工
場
な
ど

の
建
設
に
よ
り
、
農
地
転
用

が
増
加
し
た
。
か
つ
て
の
農

業
地
域
の
様
相
は
次
第
に
失

わ
れ
て
い
っ
た
。

宅
地
や
商
業
地
と
し
て
の

開
発
が
進
み
、
現
在
、
開
拓

地
の
面
影
は
な
い
。
だ
が
、

開
拓
者
の
苦
労
や
願
い
が
忘

れ
ら
れ
な
い
よ
う
、
本
地
ヶ

原
神
社
の
鳥
居
の
近
く
に
開

拓
記
念
碑
と
開
拓
者
慰
霊
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
記
念

碑
は
同
開
拓
農
協
が
６６
年
に

建
立
し
た
も
の
で
、
碑
銘
は

「
本
地
ヶ
原
開
拓
記
念
碑
」。

慰
霊
碑
は
０２
年
、
本
地
ヶ
原

連
合
実
行
組
合
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
。

記
念
碑
の
碑
文
の
末
尾
に

は
、
「
今

過
ぎ
し
日
々
を

顧
み

故
人
を
偲
び

無
量

の
感
懐
な
き
を
得
な
い

と

も
あ
れ

相
寄
り

相
援
け

合
う

団
結
の
み
が
最
後
の

救
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
肝
に

み
な
ぎ

銘
じ

新
た
な
意
志
を
漲
ら

せ

開
拓
者
一
同
の
浄
財
を

集
め
て

こ
こ
に
桑
原
愛
知

県
知
事
の
揮
毫
を
得

こ
の

記
念
碑
を
建
て
る
次
第
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

開
拓
な
が
さ
き
農
協
は
１２

月
１３
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
で
第
１１
回
開

拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会
を

開
催
し
た
。
今
回
は
、
開
拓

交
雑
牛
部
門
に
２８
頭
（
去
勢

２１
頭
、
雌
７
頭
）
、
開
拓
和

牛
部
門
に
去
勢
３
頭
が
出
品

さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
開

拓
交
雑
牛
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
昨
年
に
続
き
、
林
田
健

氏
の
出
品
牛
（
去
勢
、
２７
ヵ

月
齢
、
種
雄
牛「
花
平
国
」、

枝
肉
重
量
６
３
８
・
１
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
７０
㎠
、
バ
ラ

の
厚
さ
８
・
９
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
８
、
格
付
Ａ
５
）
が
受
賞

し
た
。

開
拓
交
雑
牛
部
門
全
体
の

成
績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が

５
７
７
・
８
㎏
（
去
勢
５
８

０
・
８
㎏
、
雌
５
６
８
・
６

㎏
）
で
、
肉
質
３
等
級
以
上

比
率
８５
・
７
％
、
４
等
級
以

上
比
率
５３
・
６
％
。
各
測
定

値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
６０
・
９
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ

８
・
０
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
・

０
、
歩
留
基
準
値
７０
・
５
だ

っ
た
。

開
拓
和
牛
部
門
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

１
・
０
㎏
で
、
全
頭
、
Ａ
５

だ
っ
た
。
同
部
門
か
ら
選
ぶ

特
別
賞
は
、
福
田
邦
弘
氏
の

出
品
牛（
去
勢
、
２９
ヵ
月
齢
、

父「
美
国
桜
」・
母
の
父「
百

合
茂
」
・
祖
母
の
父
「
安
福

久
」
、
枝
肉
重
量
５
２
６
・

６
㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
８０
㎠
、

バ
ラ
の
厚
さ
８
・
０
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ
５
）
に

決
定
し
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

林
田

健

優
秀
賞

㈱
坂
口
畜

産

優
良
賞
１
席

同

優
良
賞
２
席

岡

良
治

特
別
賞

福
田
邦
弘

農業総産出額等の推移 （億円、％）
２０２０
８９，３３３
０．４

１６，４３３
△５．７
２２，４８１
４．５

８，７４１
４．１
４０９

△２１．６
７，７９７
２．２

７，３８５
△６．３
６，６１９
９．２

３，６２１
３．２

４，５４６
△０．１

３３，４２２
０．６

上段 :実額、下段 :対前年増減率、△はマイナス。
（農水省の資料を基に作成）

２０１９
８８，９３８
△１．８
１７，４２６
０．１

２１，５１５
△７．３
８，３９９
△０．１
５２２

△１５．１
７，６２８
２．１

７，８８０
３．４

６，０６４
０．０

３，５１０
△２．７
４，５４９
△５．５

３３，２１２
△４．８

２０１８
９０，５５８
△２．４
１７，４１６
０．３

２３，２１２
△５．３
８，４０６
△０．５
６１５
△４．９
７，４７４
１．０

７，６１９
４．２

６，０６２
△６．７
３，６０８
０．８

４，８１２
△８．８

３４，８７３
△７．３

２０１７
９２，７４２
０．８

１７，３５７
４．９

２４，５０８
△４．１
８，４５０
１．４
６４７
５．７

７，４０２
０．１

７，３１２
△１．１
６，４９４
６．１

３，５７８
４．０

５，２７８
２．５

３７，６１６
０．２

農業総産出額

うち 米

野 菜

果 実

茶

生 乳

肉 用 牛

豚

鶏 肉

鶏 卵

生産農業所得

家族経営協定締結の理由（複数回答）
２０年度

２２．４％

２１．０％

１３．３％

１１．６％

締結の理由

親世代からの経営継承のため（経営主の世代交代）

新規就農（結婚就農、前職退職等を含む）

定期的な見直しのため（年に１回見直すこととしてい
る等）

農業者年金への助成のため

林
田
氏
２
年

連
続

最
優
秀
賞

農
業
総
産
出
額
３
年
ぶ
り
に
増
加

開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会

２０
年

野
菜
・
豚
肉
価
格
が
上
昇

「本地ヶ原開拓記念碑」
愛知県尾張旭市南新町

家
族
経
営
協
定
数
、過
去
最
多
更
新

２０
年
度
締
結
農
家
５
万
９
１
６
２
戸
に
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

１２
月
１６
日
、
「
２０
年
農
業
経

営
動
向
分
析
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
全
国
の
融
資
先
の

う
ち
５
４
９
４
先
（
個
人
：

３
８
６
９
先
、
法
人
：
１
６

２
５
先
）か
ら
回
答
を
得
た
。

個
人
農
家
の
売
上
高
は
耕
種

・
畜
産
と
も
総
じ
て
増
加
し

た
が
、
畜
産
で
は
利
益
（
＝

個
人
所
得
）
は
養
豚
以
外
で

減
少
し
た
。

【
耕
種
】

耕
種
全
体
の
売
上
高
が
前

年
比
８
・
８
％
増
、
利
益
は

８
・
４
％
増
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
北
海

道
畑
作
は
売
上
高
が
１０
・
８

％
増
、
利
益
が
３
・
０
％
減

だ
っ
た
。
小
麦
、
大
豆
の
生

産
量
は
堅
調
に
推
移
し
た

が
、
材
料
費
な
ど
が
嵩
ん
だ

こ
と
が
影
響
し
た
。

露
地
野
菜
は
北
海
道
は
売

上
高
が
２２
・
８
％
増
、
利
益

が
１０
・
０
％
減
。
都
府
県
は

売
上
高
が
１６
・
６
％
増
、
利

益
が
３０
・
０
％
増
だ
っ
た
。

指
定
野
菜
１４
品
目
で
４
月
の

低
温
、
５
月
の
干
ば
つ
で
生

育
や
収
穫
に
遅
れ
が
出
た
ほ

か
、
７
月
の
長
雨
と
低
温
、

８
月
の
干
ば
つ
に
よ
る
作
物

の
生
育
不
良
な
ど
が
影
響
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
は
材
料

費
な
ど
が
嵩
ん
だ
。
都
府
県

は
規
模
拡
大
に
よ
り
増
収
・

増
益
と
な
っ
た
。

施
設
野
菜
は
売
上
高
が
１３

・
１
％
増
、
利
益
が
１６
・
７

％
増
。
１１
月
以
降
の
高
温
や

好
天
、
規
模
拡
大
が
影
響
し

た
。
個
別
の
品
目
で
は
、
ト

マ
ト
は
売
上
高
が
１４
・
０
％

増
、
利
益
が
１８
・
２
％
増
。

８
月
の
高
温
な
ど
で
平
年
よ

り
品
薄
・
高
値
傾
向
だ
っ
た
。

イ
チ
ゴ
は
売
上
高
が
９
・
２

％
増
、
利
益
が
５
・
７
％
増
。

通
年
の
卸
売
価
格
が
上
昇
し

た
。茶

は
売
上
高
が
１０
・
７
％

減
、
利
益
が
３０
・
０
％
減
だ

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
影
響
で
産
地
が
二

番
茶
以
降
の
収
穫
を
減
ら
し

た
こ
と
や
、
販
売
単
価
の
低

下
が
影
響
し
た
。

果
樹
は
売
上
高
が
１０
・
３

％
増
、
利
益
が
１２
・
０
％

増
。
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
が

良
好
だ
っ
た
た
め
。
個
別
の

品
目
で
は
ミ
カ
ン
な
ど
の
カ

ン
キ
ツ
類
の
売
上
高
が
１１
・

５
％
増
、
利
益
が
１２
・
８
％

増
。
肥
大
状
況
が
良
好
で
収

穫
・
出
荷
も
順
調
に
進
ん
だ

こ
と
な
ど
に
よ
る
。
リ
ン
ゴ

は
売
上
高
が
１２
・
３
％
増
、

利
益
が
３７
・
５
％
増
。
生
育

が
順
調
で
数
量
・
品
質
と
も

に
前
年
を
上
回
っ
た
。

【
畜
産
】

全
体
の
売
上
高
は
１
・
３

％
増
と
横
ば
い
、
利
益
は
９

・
７
％
減
だ
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
酪
農

は
北
海
道
で
売
上
高
が
４
・

０
％
増
、
利
益
が
１２
・
３
％

減
。
都
府
県
は
売
上
高
が
３

・
３
％
増
、
利
益
が
９
・
３

％
減
。
北
海
道
・
都
府
県
と

も
、
労
務
費
の
増
加
な
ど
が

影
響
し
た
。

肉
用
牛
肥
育
は
、
全
体
で

は
売
上
高
が
１
・
３
％
減
、

利
益
が
２０
・
０
％
減
だ
っ

た
。
牛
肉
販
売
価
格
が
前
年

か
ら
下
落
し
た
た
め
。
個
別

の
品
種
で
は
、
交
雑
種
で
売

上
高
が
０
・
８
％
増
、
利
益

が
２９
・
１
％
減
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
・
外
食
需
要
の
喪

失
な
ど
も
影
響
し
た
。

養
豚
は
売
上
高
が
７
・
９

％
増
、
利
益
が
３８
・
９
％

増
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
内
食

需
要
が
底
堅
く
推
移
し
、
豚

肉
販
売
価
格
が
前
年
を
上
回

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

農
水
省
は
１２
月
２３
日
、「
農

業
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

意
識
・
意
向
調
査
結
果
」
を

公
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

「
利
用
し
て
い
る
有
償
の
サ

ー
ビ
ス
」
「
今
後
、
利
用
し

た
い
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
ど
ち

ら
も
「
営
農
指
導
（
定
植
や

施
肥
管
理
な
ど
営
農
行
為
に

関
す
る
指
導
）
」
と
回
答
し

た
割
合
が
４
割
を
超
え
、
最

も
多
か
っ
た
。

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
以

下
、サ
ー
ビ
ス
）と
は
、
不
特

定
の
農
業
者
等
に
対
し
て
対

価
を
得
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
い
い
、
ド
ロ
ー

ン
散
布
等
の
作
業
受
託
や
デ

ー
タ
分
析
、
農
業
機
械
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
、
農
業
現
場
へ

の
人
材
供
給
な
ど
が
あ
る
。

同
調
査
は
、
担
い
手
の
高

齢
化
や
労
働
力
不
足
等
の
課

題
解
決
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
に
当
た
り
、
重

要
な
位
置
づ
け
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
に
関
し
て
、
認
定
農
業

者
等
の
意
識
・
意
向
を
把
握

す
る
こ
と
等
が
目
的
。
２０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果
を
基

に
認
定
農
業
者
等
が
い
る
個

人
経
営
体
の
世
帯
主
、
ま
た

は
団
体
経
営
体
の
代
表
者
で

あ
る
農
業
者
を
対
象
と
し
て

２１
年
８
月
〜
９
月
に
実
施
し

た
（
回
答
１
万
２
９
３
８

人
）
。

▽
外
部
の
組
織
等
が
提
供

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
は
、「
利
用
し
て
い
る
」

が
５２
・
９
％
、「
利
用
し
て
い

な
い
」が
４６
・
７
％
だ
っ
た
。

▽
有
償
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
、
ま
た
は
有
償

の
サ
ー
ビ
ス
も
無
償
の
サ
ー

ビ
ス
も
両
方
利
用
し
て
い
る

者
に
お
い
て
、
利
用
し
て
い

る
有
償
の
サ
ー
ビ
ス
（
複
数

回
答
）
は
、
「
営
農
指
導
」

が
４１
・
６
％
で
最
多
。
次
い

で
「
農
薬
散
布
や
追
肥
等
の

管
理
業
務
代
行
」３９
・
６
％
、

「
収
穫
作
業
や
選
別
等
の
営

農
行
為
代
行
」
３７
・
１
％
の

順
。▽

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
者
に
お
い
て
、今
後
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
意
向

に
つ
い
て
は
、
「
利
用
す
る

意
向
が
あ
る
」が
２６
・
７
％
、

「
利
用
す
る
意
向
は
な
い
」

が
７２
・
１
％
だ
っ
た
。
利
用

す
る
意
向
が
あ
る
者
に
お
い

て
、
利
用
し
て
い
な
い
理
由

は
、
「
今
ま
で
は
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
必
要
性
を
感
じ

な
か
っ
た
か
ら
」３８
・
３
％
、

「
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を

見
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
」
２５
・
５

％
、
「
希
望
す
る
作
業
の
サ

ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら
」
１３
・

８
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

▽
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
、
ま
た
は
今
後
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
意
向
が
あ
る

者
に
お
い
て
、
今
後
、
利
用

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
（
現
在
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
含

む
。
複
数
回
答
）
に
つ
い
て

も
、
「
営
農
指
導
」
が
４３
・

１
％
で
最
多
だ
っ
た
。
次
い

で
「
繁
忙
期
の
み
等
の
臨
時

的
な
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
」

３２
・
２
％
、
「
農
薬
散
布
や

追
肥
等
の
管
理
業
務
代
行
」

３１
・
４
％
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

農
水
省
は
１２
月
１５
日
、「
野

菜
を
食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
表

し
た
。
２０
年
１２
月
か
ら
開
始

し
て
い
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
２１
年
１０

〜
１１
月
に
募
集
を
し
て
い
た

も
の
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
野

菜
出
荷
量
の
増
加
に
伴
い
、

価
格
が
低
下
し
た
際
の
対
策

と
し
て
始
動
。
現
在
も
引
き

続
き
国
産
野
菜
の
需
要
喚
起

を
目
指
し
て
い
る
。
現
状
、

推
奨
さ
れ
て
い
る
１
日
３

５
０
㌘
以
上
の
摂
取
に
国

民
の
７
割
程
度
が
届
い
て

い
な
い
。
同
省
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
、
野
菜
を
摂
取
す

る
こ
と
の
重
要
性
や
価
格

動
向
、
お
手
軽
レ
シ
ピ
な
ど

の
発
信
に
よ
り
国
産
野
菜
の

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
手
頃
な
価
格
で

購
入
で
き
る
国
産
野
菜
に
つ

い
て
情
報
提
供
し
、
消
費
を

促
す
。
ま
た
、
毎
週
の
小
売

価
格
調
査
と
毎
月
の
卸
売
価

格
の
見
通
し
の
公
表
時
に
紹

介
し
て
い
る
手
頃
な
野
菜
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
、
頻
度
を
増
や
し
て
定
期

的
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
を

結
び
、
消
費
が
活
発
化
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

農
水
省
は
１２
月
２３
日
、「
２１

年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
表
し
た
。
１
年
間

に
新
聞
記
事
に
な
っ
た
民
間

企
業
、
大
学
、
公
立
試
験
研

究
機
関
及
び
国
立
研
究
開
発

法
人
の
農
林
水
産
研
究
成
果

の
う
ち
、
内
容
に
優
れ
る
と

と
も
に
社
会
的
関
心
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
成
果
１０
課
題

を
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
（
本
紙

を
含
む
農
業
関
係
専
門
紙
・

誌
な
ど
２９
社
加
盟
）
の
協
力

を
得
て
選
定
し
た
も
の
。
２１

年
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
利
用
し
た
技
術

や
、
環
境
に
配
慮

し
た
技
術
な
ど
が

選
ば
れ
た
。
１０
大

ニ
ュ
ー
ス
は
次
の

と
お
り
。

①
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
を
す
ば
や

く
診
断
！
―
病
原

菌
を
最
短
約
１
日

で
検
出
・
同
定（
農

研
機
構
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
検
出
に

も
使
わ
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム

Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
を
用
い
て
、
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
菌
を
最
短
約

１
日
で
検
出
・
同
定
す
る
技

術
を
開
発
。
従
来
の
２
週
間

よ
り
早
期
の
診
断
が
可
能
と

な
り
、
被
害
の
ま
ん
延
防
止

対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

②
２
万
円
で
自
作
！
Ⅰ
ｏ

Ｔ
監
視
シ
ス
テ
ム
―
自
宅
か

ら
ス
マ
ホ
で
ハ
ウ
ス
の
見
回

り
（
農
研
機
構
）
＝
本
紙
第

７
６
１
号
で
紹
介
。

③
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
の

５
作
業
が
１
回
で
―
安
定
生

産
と
作
業
性
を
両
立
す
る
作

業
機
を
開
発（
農
研
機
構
等
）

④
ア
ミ
ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
改

善
飼
料
で
牛
排
せ
つ
物
由
来

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
―

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
畜
産

の
実
現
に
期
待（
農
研
機
構
、

栃
木
県
）
＝
本
紙
第
７
６
２

号
で
紹
介
。

⑤
２
つ
の
腕
で
ロ
ボ
ッ
ト

が
果
実
を
収
穫
―
果
実
を
Ａ

Ｉ
認
識
、
人
と
同
じ
速
度
で

作
業
（
立
命
館
大
学
、
農
研

機
構
等
）
＝
本
紙
第
７
５
３

号
で
紹
介
。

⑥
イ
ネ
の
生
育

と
収
穫
を
増
加
さ

せ
る
技
術
開
発
に

成
功
―
食
料
増
産

と
二
酸
化
炭
素
や

肥
料
の
削
減
に
期

待
（
名
古
屋
大
学

等
）⑦

地
球
に
や
さ

し
い
コ
ム
ギ
新
品

種
を
開
発
―
窒
素

肥
料
を
減
ら
し
て

も
収
量
維
持
（
国

際
農
林
水
産
業
研

究
セ
ン
タ
ー
等
）

⑧
ほ
場
の
病
害
虫
を
ス
マ

ホ
で
診
断
！
―
Ａ
Ｉ
を
利
用

し
た
画
像
診
断
技
術
を
開
発

（
農
研
機
構
等
）

⑨
世
界
の
穀
物
収
量
を
い

ち
早
く
予
測
―
既
存
サ
ー
ビ

ス
よ
り
も
１
〜
６
ヵ
月
早
く

予
測
情
報
を
提
供
（
農
研
機

構
等
）

⑩
３
Ｄ
カ
メ
ラ
と
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
を
用
い
て
豚
の
体

重
を
瞬
時
に
推
定
―
豚
の
体

重
が
見
え
る
メ
ガ
ネ
（
宮
崎

大
学
）

「
野
菜
を
食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
消
費
拡
大

個
人
農
家
、多
く
の
業
種
で
売
上
高
増
加

日本公庫

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
国
産
野
菜
を
応
援

２０
年
養
豚
で
利
益
約
４
割
増

サツマイモ基腐病の迅速診断など選定

２１年農業技術１０大ニュース

農業支援サービス意識・意向調査

利用したい「営農指導」最多
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昨年末の日本海側での大雪被害から
始まり、全国的に降雪による被害が立
て続けに発生している。身の安全を第
一に、以下の対策に取り組みたい。
～積雪時の対策～
積雪時に日照りが少ないと、温度が
適切でも軟弱な生育になる。農業用ハ
ウス周辺の除雪や屋根雪を融かして落
とすことを促進する。注意深く生育状
況を観察し、低温障害に注意。軟弱な

生育の場合、ハウス内の換気と薬剤の
散布を実施する。早期の摘果・せん定、
支柱などを使った枝の補強、防風網や
果樹棚、マルチ資材などの点検・補修
・補強に努める。
雪が融けた後のハウス内への水の侵
入を防ぐため、周囲の額縁排水対策を
行う。ハウスの軒高を越えて雪が積も
った場合には、降雪前に被覆材を剥い
でいても骨組みに大きな被害を受ける

おそれがある。雪の落下に必ず気を付
けながら、除雪を行う。肩部や腰部の
パイプが雪に埋まったまま放置する
と、変形・破損の危険があるため、パ
イプ部周辺を掘り出す。
雪が積もっている時にも、融けた後
にも、対策時には必ず命の安全を第一
に、無理をせず取り組むことを最優先
にする。
～個別の品目対策～
【野菜】育苗床の設置では日照りや
風向きなどの環境条件に充分配慮し、
除雪や融雪促進剤の散布を行う。作付
け予定地でも融雪促進剤を散布すると
ともに、排水を促進し、地温の上昇と

湿害の防止に努める。
【果樹】樹園地を見回り、枝などの
除雪を行い、折れた枝の修復や被害果
の摘果やせん定を行う。雪に埋まった
枝は沈下しないうちに可能な限り掘り
起こす。掘り起こせない場合、スコッ
プで雪に切れ目を入れるか、樹冠下の
雪踏みを行う。
【茶】樹冠面に雪が積もった場合、
無理な除雪や水を使って融かすことは
避け、自然に融けるのを待つか、融雪
促進剤を使う。雪が融けたら被害を受
けた枝の除去を行う。被害が大きく一
番茶の収穫が望めない場合、中切りや
台切りを行い、樹形の回復を目指す。

近年、豪雪や大寒波などで除雪機の
使用頻度が多くなることにより、事故
が多発している。消費者庁によると、
特に２０２０～２１年は、除雪機による死亡
・重傷事故が直近の１０年間で最も多か
った。今冬も新型コロナウイルス感染
対策として密を避ける取り組みは継続
して必要となっている。人手が不足し、
作業に不慣れな人・高齢者の事故が心
配される。注意点をよく確認し、使用
時には十分に事故に注意する。

除雪機の事故の４大原因は、①除雪
機にひかれる②除雪機と壁等に挟まれ
る③オーガ（回転部にある雪を直接砕
いて集めるらせん状の刃部分）に巻き
込まれる④投雪口に手を突っ込み負傷
する―となっている。また、物置で除
雪機を使用している時に一酸化炭素中
毒で死亡する事故が発生しており、十
分注意が必要となる。
使用時には、足元が滑りやすいため、
走行する際に転倒したり、挟まれたり

しないよう、周囲の状況にも十分注意
する。雪を飛ばす先に人が居ないこと
を確認し、周りに子どもをはじめ、人
が居ないこともよく確認する。作業の
時以外は、必ずエンジンを止める。
安全機能を無効化することは絶対に
しない。デッドマンクラッチ機構（ハ
ンドルから手を離すと自動的に停止す
る安全機能）を固定するなど無効化し
たり、緊急停止クリップを装着しない
状態で使用するのは非常に危険なため
絶対に行わない。また、０４年４月以前
に発売された古い除雪機には、デッド
マンクラッチ機構などの安全機能が装
備されていない機種もあるため、使用
時にはより一層注意する。

雪詰まりを取り除く時には、エンジ
ンを止めて、直接手で行わず、雪かき
棒を必ず使用する。

農水省が１２月に公表した「２２年度夏
秋野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で２０年実績より需要量
の増加が見込まれている。
同省は、野菜価格安定制度における
登録生産者や登録出荷団体が供給計画
を作成する際の目安として、次期作の
需要量、供給量、作付面積に関するガ
イドラインを策定している。今回、２２
年６月～２３年３月に出荷される夏秋野
菜等１２品目について推計した。
需要量は、過去１０年間の１人当たり
需要量（純食料ベース＝通常食べない

部分を除いた量）の推移から、１人当
たり需要量を推計し、推計人口を乗ず
ることにより、表の程度と見込んだ。
２０年実績より増加が見込まれるのは９
品目で、秋冬サトイモが７．４％増、夏ハ
クサイが５．５％増、夏秋レタスが５．３％
増などとなっている。減少が見込まれ
るのは３品目で、夏秋大玉トマトが
１．８％減、夏秋ピーマンが１．７％減、夏
秋キュウリが１．５％減。
供給量（輸入量含む）は、需要量を
歩留り及び（１―減耗率）で除して算
出。２０年実績と比べた増減率は、需要

量と同様となっている。
国内産供給量（収穫量）は、供給量
を基に輸入動向を勘案して推計。２０年
実績より増加が見込まれるのは８品目
で、夏ハクサイが６．５％増、夏秋レタス
が５．２％増、秋冬ネギが５．１％増などと
なっている。減少が見込まれるのは４
品目で、夏秋ピーマンが４．８％減、秋ニ

ンジンが３．８％減、夏秋キュウリが
２．１％減、夏秋大玉トマトが１．８％減。
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年間の単収の推移から推計した単収で
除して算出。全国の作付面積の指標と
なる。夏秋キャベツのみ２０年実績並み
で、他１１品目はすべて２０年実績を上回
っている。

農研機構は害虫の飛翔位置を予測
できる方法を開発し、昨年１１月２９日
に公開した。ステレオカメラ（※）
の画像から飛翔害虫の３次元位置を
高い精度で検出し、その動きを予測
するもの。
予測された位置に高出力レーザー
を照射するなど、害虫を駆除する新
しい害虫防除システムの開発への貢
献が期待される。
同機構は、殺虫剤への依存から脱
却し、害虫防除と環境保全を両立す
る持続的な農業生産の実現が期待さ
れるとしている。２０２５年までの実用
化を目指している。
２０５０年には世界人口の増加により
食料需要量は２０１０年比１．７倍と予測
されている。穀物収量の伸び率は鈍

化傾向にあり、温暖化・乾燥化や病害
虫の突発的大発生による穀物生産の大
幅低下が起こっている。世界の食料総
生産の１５．６％が害虫による損失を受け
ているとの報告もある。
※２台のカメラを平行に並べた撮影
装置で３次元空間の情報が得られるも
の。人間が両目で物を見て距離感を得
るのと同じ仕組みで、２つのカメラ画
像のズレの大きさによって、奥行方向
の距離を算出する仕組み。

２０２２年度需給ガイドライン表 （㌧、ha、％）

種別
需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積

２０年実績 ２０年比 ２０年実績 ２０年比 ２０年実績 ２０年比
夏秋キャベツ ３５１，０００ ３４８，８１０ １００．６ ４８６，８００ ４７８，５００ １０１．７ １０，１００ １０，１００ １００．０
夏秋キュウリ ２３７，９００ ２４１，６０５ ９８．５ ２５０，８００ ２５６，１００ ９７．９ ７，６２０ ７，４４０ １０２．４
秋冬サトイモ １４３，７００ １３３，７８６ １０７．４ １４２，５００ １３９，４００ １０２．２ １１，２００ １０，７００ １０４．７
夏ダイコン ２０８，６００ ２０１，３９０ １０３．６ ２４２，０００ ２３４，２００ １０３．３ ５，９３０ ５，６００ １０５．９
夏秋トマト ２５２，９００ ２５４，７１３ ９９．３ ２９８，９００ ３００，８００ ９９．４ ７，３９０ ７，１８０ １０２．９
うち大玉トマト ２０１，４００ ２０５，１０４ ９８．２ ２３９，３００ ２４３，６００ ９８．２ ５，８５０ ５，６７０ １０３．２
うちミニトマト ５１，５００ ４９，６０９ １０３．８ ５９，６００ ５７，２００ １０４．２ １，５４０ １，５１０ １０２．０
夏秋ナス １５８，１００ １５７，０８５ １００．６ １８２，０００ １８０，８００ １００．７ ７，６７０ ７，３７０ １０４．１
秋ニンジン ２５０，２００ ２５０，００７ １００．１ １９１，８００ １９９，４００ ９６．２ ５，４００ ５，２１０ １０３．６
秋冬ネギ ２１３，８００ ２０４，１８９ １０４．７ ２８７，０００ ２７３，０００ １０５．１ １４，１００ １３，８００ １０２．２
夏ハクサイ １４０，２００ １３２，９２５ １０５．５ １７４，７００ １６４，１００ １０６．５ ２，３９０ ２，３３０ １０２．６
夏秋ピーマン ６４，１００ ６５，２２０ ９８．３ ６１，４００ ６４，５００ ９５．２ ２，１９０ ２，１６０ １０１．４
夏秋レタス ２２４，２００ ２１３，００２ １０５．３ ２７３，２００ ２５９，８００ １０５．２ ８，８９０ ８，６７０ １０２．５

（農水省の資料を基に作成）

ハウスのパイプ補強な
ど対策

人命第一で積雪被害防ぐ

直近２年で除雪機事故最多
作業時以外必ずエンジン停止を

出典：除雪機安全協議会

夏秋野菜の需要量増加見込み
農水省、２２年度需給ガイドライン策定

害虫の動きを予測
レーザー照射な

どで駆除
レーザー照射による害虫駆除（イメージ）

農研機構の資料から
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２０年 搾乳牛生産費４％増
１経営当たり頭数６１頭に

戦後開拓農家の元気な活躍の姿が、
全世界から視聴可能な動画サイトで取
り上げられた。動画の内容と、取材を
受けた牧場の概要について紹介する。
開拓農家（酪農経営）が紹介された
のは、農水省が発信している「ＢＵＺ
Ｚ ＭＡＦＦ（ばずまふ）」とう動画
チャンネル。同省職員が、同
省公式動画サイトで日本の農
林水産物の良さや農林水産
業、農山漁村の魅力を発信す
るプロジェクト。
その中で取材を受けたの

が、戦後開拓農家である（有）
井上牧場。北海道のオホーツ

たきの う え ちょう

ク地方の紋別郡滝上町に位置してい
る。７０ha ほどある敷地におよそ１５０頭
の牛たちが暮らしており、ホルスタイ
ン種のみならず、ブラウンスイス、ガン
ジー、これらの交雑種と、幅広い種類の
牛を飼育している。夏の間は日中、約
半分の牛たちが放牧場で過ごす。
６３℃以上３０分間の低温殺菌で、脂肪
球を細かくしない「ノンホモジナイズ」
で加工に手間をかけ、搾りたての生乳
に近い風味の牛乳を届けている。また、
ブラウンスイスなどの雄子牛を肥育
し、「サンクスビーフ」と名付け販売
しているほか、牛脂と牧場の庭のイチ
ゴを使った「いのうえさんちのラズベ
リー石けん」も生産している。

現在の代表の井上秀幸さん（５９歳、
写真右）は、祖父母の代からの牧場を守
る三代目。祖父母は元々は高知県出身
で、大正初めの頃に樺太（現在のサハ
リン）へ渡り営農に従事していた。１９４８
年（昭和２３年）に戦後開拓農家として
滝上町に入植。酪農家として現在の牧
場を営み始めた。秀幸さんは３０年ほど

さ と み

前、同じ滝上町出身の智美さんと結婚
し、次女のみなみさん夫妻を含めた家
族経営で元気に牧場を盛り上げ、営農
を続けている。
動画は２編に分かれており、北海道
農政事務所の若手職員を中心に結成さ
れている「なまらでっかい道」シリー
ズを担当する同省職員のザワさん（ペ

ンネーム）が取材を行った。
１編目の『子牛と僕と、時々おとん。
【牧場物語①】』では、①牛さんのお
世話②子牛への哺乳③放牧の様子を紹
介。秀幸さんに付いてザワさんが実際
に牛の世話を手伝い、牧草の掃き集め
の大変さや牛との触れ合いなどを実際
に体験し、リポート。
第２編の『モォ～ニングルーティン
【牧場物語②】』では、秀幸さんの搾
乳の作業を見学しリポート。サンクス
ビーフ入りのカレーやサンクスビーフ
のステーキを食リポ。配合飼料の量に
あまり関係無く、粗飼料だけで充分に
乳牛の乳量が確保できることを発見

し、雄子牛も肥育で育ててみようと考
えたのが始まりだという。
常に笑顔ではつらつと働く秀幸さん
と、元気に乳を出し、秀幸さんになつ
く牛の姿に、視聴者から、「牛さんに
丁寧に接するのがほほえましくて良
い」、搾乳作業大変ですか？という質
問に対する井上さんの答えに「酪農に
対する愛と誇りを感じた」、「本当に
生産者の方々に感謝」など、生産者の
実際の営農の姿に感謝や親しみを感じ
る声が多く上がった。
今後も、戦後開拓農家の活躍がます
ます多くの人に知られていくことが望
まれる。

近年は地球温暖化が進んでおり、牛
のげっぷから排出される温室効果ガス
のメタンも抑制が望まれている。
農研機構は研究により、乳用牛の胃
の中から、メタン発生抑制の効果があ
る新しい菌を発見した。牛１頭からは
１日当たり２００～６００Ｌのメタンがげっ
ぷとして放出されている。また、この
げっぷの排出により牛は必要な栄養素
を２～１５％失っており生産性を損なっ
ている。牛をはじめとする反すう家畜
の飼養頭数は世界規模で増加傾向にあ
り、げっぷ由来のメタンも増えていく
ことが見込まれる。
牛は、第一胃に共生する微生物の作
用により飼料を分解し、発酵させる時
に出るプロピオン酸などの短鎖脂肪酸
を主要なエネルギー源として利用して
いる。同機構は保有する胃液中のプロ
ピオン酸濃度の高い乳用牛から新規の
嫌気性細菌を取り出すことに成功し
た。同菌は、第一胃内に生息する既に

発見されている細菌よりも、プロピオ
ン酸の前駆物質を多く生成する特徴が
ある。
第一胃でプロピオン酸が多く産生さ
れると、メタン産生が抑制される。今
後、同菌の発酵機能や増殖促進条件を

明らかにすることにより、乳用牛の
げっぷ由来のメタン排出を削減し、
地球温暖化の緩和につながることが
見込まれるとしている。また、プロ
ピオン酸産生の促進は飼料利用性の
改善にもつながるため、乳用牛の生
産性向上も期待されているという。
同菌の詳細な研究が進み、牛の生
産性を向上しつつ、温暖化防止が進
められていくことが望まれる。

農水省が１２月１７日に公表した２０年
（１～１２月）の牛乳生産費の調査結
果によると、全国の搾乳牛１頭当た
り資本利子・地代全額算入生産費（以
下、全算入生産費）は８２万８２０７円で、
前年に比べ、４．０％増加した。飼料費
など物財費の増加と、スモール販売
代金など副産物価額の減少が主な要
因で、前年に続き増加した。
物財費のうち、飼料費は４２万２６４６
円で前年比２．７％増、乳牛償却費は１７

万４７１１円で１．９％増、全体では７８万２５８２
円となり、２．２％増加した。労働費は１６
万５９５２円で１．１％減少。費用合計は
１．６％増の９４万８５３４円となった（図）。
飼料費が全体の４割半ばを占めてい
る。一方、子牛などの副産物価額は１６
万５２０８円で９．４％減少した。費用合計か
ら副産物価額を差し引いた生産費は、

４．２％増の７８万３３２６円となった。
全算入生産費を地域別にみると、北
海道は３．９％増の７７万９８８７円、流通飼料
の割合が高い都府県は４．１％増の８８万
８７５９円だった。
全国の生乳１００㎏当たり（乳脂肪分

３．５％換算乳量）全算入生産費は８４４１円
（２．５％増）となり、前年に続き増加し
た。北海道は２．５％増の７８５２円、都府県
は同じく２．５％増の９１８９円だった。
また、全国の１経営体当たり搾乳牛
飼養頭数は６１．２頭となり、２．５頭
（４．３％）増加した。１頭当たり投下労
働時間は９６．８８時間（２．７％減）となり、
前年に続き減少した。

１２月号から１３年ぶりに突然帰って
きました。穏やかな年を新たな気持
ちで迎え、実りある年にしたいもの
です。
昨年２月の農水省「畜産統計」で
豚飼養戸数３８５０戸、２０１９年から２年
で約１割減少となりました。これま
では飼養戸数の減少が著しい中にあ
っても、規模拡大を行う農場があり、
飼養頭数は維持していましたが、こ
こ数年は繁殖母豚、総飼養頭数とも
に減少しています。ただ、１戸当た
りの飼養頭数は増加していること
で、国民に良質な動物タンパク質と

しての「豚肉」を安定的に供給でき
ています。
母豚飼養頭数の減少の背景には、
国内の母豚の半数が多産系に替わっ
たことがあり、肥育豚の頭数が維持
されています。
多産系母豚を利用することで産子
数は確実に増加しますが、子豚の出
生時体重にばらつきもあり、里子の
活用を行い、事故損耗を減らしたい
ものです。
これはＦ１母豚であっても同様で

あり、子豚授乳期には細心の管理が
求められます。常に「苗半作」の気
持ちで接していきたいものです。

（全開連参事 臼井靖彦）
〈付記〉苗半作とは、苗の良し悪
しでその年の作柄の半分が決まるこ
とをいう。

活気ある日常作業をリポート
農水省、北海道・井上牧場を動画で紹介

牛の第一胃内発酵の概略図
乳用牛の胃からメタン産生抑制菌発見

地球温暖化緩和に期待

農研機構の資料から
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乳用牛への黒毛和種
交配率３８．３％に上昇

２１年７～９月期

乳用種で発動続く
牛マルキン１１月分

農水省は１２月１７日、２０年（１～１２月）
の肉用牛・肥育豚生産費の調査結果を
公表した。１頭当たり資本利子・地代
全額算入生産費（以下、全算入生産費）
は、前年に比べ、乳用雄肥育牛、交雑
種肥育牛及び子牛（肉専用種）で増加
した。素畜費の上昇が主な要因。飼料
費の高止まりなどで、依然として出荷
までの諸費用が嵩み、生産者の重い負
担となっている。１経営体当たりの販
売頭数は、去勢若齢肥育牛（肉専用種）
を除き、前年に比べ増加している。

乳用雄肥育牛

全算入生産費は５４万５４２８円（前年比
２．０％増）となった。物財費のうち、素

畜費が２６万４９１２円（４．５％増）、敷料費
も１万１４４４円（２６．６％増）と増えたこと
が影響している。飼料費は２１万６９９３円
（１．３％減）だった。
１頭当たり販売価格（販売時月齢

２０．６ヵ月齢、前年比同）は４９万７７１１円
（２．６％減）とやや低下した。１経営体
当たり販売頭数は１４９．８頭（３５．４％増）
と増加に転じ、１頭当たり投下労働時
間は１２．８９時間（１．８％減）となった。

交雑種肥育牛

全算入生産費は８２万８２１７円（前年比
４．２％増）となった。素畜費が４５万５１７２
円（１２．２％増）と大きく増加したこと
が影響した。飼料費は２８万８５２５円

（３．２％減）だった。
１頭当たり販売価格（２６．０ヵ月齢、

０．２ヵ月減）は６９万１７１３円（１３．５％減）
と低下した。１経営体当たり販売頭数
は１１７．８頭（１５．６％増）と前年に続き増
加し、１頭当たり投下労働時間は２３．１２
時間（４．９％減）となった。

子牛（肉専用種）

全算入生産費は６６万４０２６円（前年比
１．３％増）となった。飼料費が２３万７９９３
円（１．０％増）、繁殖雌牛償却費が５万
２０９１円（６．５％増）と増えたことによる。
１頭当たり販売価格（９．３ヵ月齢、０．１
ヵ月増）は６５万８６５３円（１０．５％減）と低
下した。１経営体当たり子牛販売頭数
は１３．４頭（５．５％増）と前年に続き増加
し、１頭当たり投下労働時間は１２０．７１
時間（２．８％減）となった。

去勢若齢肥育牛（肉専用種）

全算入生産費は、１３３万６３８２円（前年

比同）となった。素畜費が８３万４４７円
（１．６％減）と減少した一方で、飼料費
が３４万４７１１円（３．４％増）と増えたこと
などによる。
１頭当たり販売価格（２９．８ヵ月齢、

０．４ヵ月増）は１２０万５５４５円（９．５％減）
と低下した。１経営体当たり販売頭数
が４２．３頭（０．２％減）とやや減少し、１
頭当たり投下労働時間は５０．８０時間
（１．６％増）となった。

肥育豚

全算入生産費は３万３６２２円（前年比
０．６％減）で、微減となった。費用の約
６割を占める飼料費は２万２９２円
（３．２％減）だった。
１頭当たり販売価格（６．４ヵ月齢、前
年比同）は３万８７２３円（５．７％増）と上
昇した。１経営体当たり販売頭数が
１３７３．８頭（５．６％増）と増加に転じ、１
頭当たり投下労働時間は２．９１時間
（１．４％減）となった。

肉牛出荷頭数の増減は、枝肉相場を
左右する大きな要素となる。（独）家
畜改良センターの「牛個体識別情報月
齢別飼養頭数（２１年１１月末）」（以下、
個体識別記録）などを基に、今年の出
荷頭数を予測した。

乳去勢

乳去勢の年間出荷予測頭数は約１３万
７５００頭で、前年に比べ減少の見込み。
個体識別記録によると、総飼養頭数は

２３万３８１５頭と調査開始以来最も少な
く、減少が続いている。
月別の出荷予測は、４月が大型連休
前であることから、約１万２５００頭に達
する見込み。最需要期である１１～１２月
は平均約１万３０００頭／月と予測され
る。

交雑種

交雑種の年間出荷予測頭数は、去勢
と雌の合計が約２５万１８００頭で増加の見

込み。去勢が約１３万４８００頭、雌が約１１万
７０００頭とみられる。総飼養頭数は５４万
７８４２頭と、前年から５．６％増加してい
る。
月別の出荷予測は、４月が約２万

４６００頭まで増加を見込む。１１～１２月は
平均約２万６７００頭／月と予測される。

黒毛和種

黒毛和種の年間出荷予測頭数は、去

勢と雌の合計が約５０万７００頭で増加の
見込み。去勢が約２８万２５００頭、雌が約
２１万８２００頭とみられる。総飼養頭数は
１７２万７８８３頭と、前年より１．２％増えて
いる。
月別の出荷予測は、４月が約４万

４６００頭に達すると予測される。７月に
は４万８５００頭を見込み、１１～１２月は平
均約５万６７００頭／月の出荷が予測され
る。

（一社）日本家畜人工授精師協会が
１２月２８月に公表した「乳用牛への黒毛
和種の交配状況」（速報、２１年７～９
月期）によると、交配割合（全国）は
３８．３％（前期比２．５㌽増、前年同期比０．３
㌽増）に上昇した。
北海道での黒毛和種の交配割合は

２５．０％（１．２㌽増、０．７㌽減）、都府県で
は５４．８％（４．１㌽増、１．６㌽増）だった。
都府県の交配割合を地域別にみると、
全地域で上昇している。人工授精頭数

の多い東北、関東はそれぞれ３８．８％
（４．４㌽増、０．２㌽減）、５４．６％（４．３
㌽増、０．２㌽増）。交配割合が元々高
い中四国、九州はそれぞれ７２．７％
（２．１㌽増、６．７㌽増）、６９．７％（５．５
㌽増、３．２㌽増）となっている。
なお、全国の延べ人工授精頭数は

２９万５４７４頭（前期比１．５％減、前年同
期比０．６％減）で、うち北海道が２５万
２２２５頭（０．９％増、０．８％減）、都府県
が４万３２４９頭（１３．１％減、１．０％増）
だった。
また、性選別精液（乳雌）の利用
割合（全国）は１９．０％（０．３㌽減、０．３
㌽増）で横ばいとなっている。

農畜産業振興機構は１月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の１１月分の交付金単価（１頭当たり、
概算払）を公表した。乳用種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた

め、引き続き交付が行われる。交雑種
及び肉専用種の発動はなかった。
乳用種の交付金単価は、３万２９６．１円
（前月は１万７７７８．０円）となった。前
月と比較すると、販売価格はほぼ同額
だったものの、生産費のうち素畜費が
上がったため、生産費と販売価格の差
額が拡大した。

２０２０年 肉用牛・肥育豚生産費（１頭当たり） （円、％）

区分
乳用雄肥育牛 交雑種肥育牛

肉専用種
肥育豚

子牛 去勢若齢肥育牛
金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

物 財 費 ５２１,０８７ ２.２ ７８６,６５７ ５.１ ４２２,３２４ １.６ １,２４６,３５１ ０.０ ２９,１１６ △０.４
う ち 素 畜 費 ２６４,９１２ ４.５ ４５５,１７２ １２.２ ８３０,４４７ △１.６ ２４ △７２.４
う ち 飼 料 費 ２１６,９９３ △１.３ ２８８,５２５ △３.２ ２３７,９９３ １.０ ３３４,７１１ ３.４ ２０,２９２ △３.２
労 働 費 ２２,９３６ ２.８ ３８,９５７ △３.０ １８３,８６３ ０.５ ８１,５２５ ４.７ ４,７６１ △０.１
費 用 合 計 ５４４,０２３ ２.２ ８２５,６１４ ４.６ ６０６,１８７ １.３ １,３２７,８７６ ０.３ ３３,８７７ △０.３
生 産費（副産 物 価 額 差 引 ） ５３８,１７６ ２.０ ８１７,２２０ ４.５ ５８１,８０４ １.１ １,３１７,７０８ ０.３ ３２,８８４ △０.６
全 算 入 生 産 費 ５４５,４２８ ２.０ ８２８,２１７ ４.２ ６６４,０２６ １.３ １,３３６,３８２ ０.０ ３３,６２２ △０.６

（農水省の資料から）

２０年 肉用牛・肥育豚生産費

交雑種は素畜高で８０万円超
１経営当たり販売頭数増加

交雑・和牛増加、乳去勢減少続く見通し
２２年 肉牛出荷頭数予測
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

新型コロナ感染
急拡大で、業務
用需要停滞か

１２月は、鍋物需要や年末年始向け手
当てに加え、輸入牛肉の品薄状態が続
いたことから、枝肉相場は続伸した。
だが、年明けの新型コロナウイルスの
感染拡大で、先行きは不透明となって
いる。
【乳去勢】１２月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０８６円（前年同月比１１７％）
となり、前月に比べ５４円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の乳用種の全国出荷頭数は２
万４９００頭（９４％）で引き続き前年同月
を下回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】１２月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５７１円（前年同月比９３％）、Ｂ２は
１３２３円（８８％）となった。前月に比べ
それぞれ１１７円、６６円上げた。
同機構は１月の交雑種の全国出荷頭
数を１万９４００頭（１１１％）と、増加傾向
が続くと予測している。
【和去勢】１２月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２５９６
円（前年同月比９９％）､Ａ３は２３７５円
（１０１％）となった。前月に比べそれぞ
れ１３１円、１５６円上げた。
同機構は１月の和牛の全国出荷頭数
を３万４５００頭（１０２％）と、増加を予測。
牛全体の出荷頭数は８万２００頭（１０２％）
で、１２月に続き前年同月を上回ると見

込んでいる。
一方、１月の輸入量は総量で４万

２４００ｔ（９６％）と予測。内訳は冷蔵品
１万８千ｔ（８７％）、冷凍品２万４４００
ｔ（１０５％）。冷蔵品は、豪州及び米国

における現地価格の高止ま
り等により、前年同月をか
なり大きく下回ると予測。
冷凍品は、豪州産の輸入量
が現地価格の高止まり等に
より減少するものの、他国
産が増加することから、前
年同月をやや上回ると見込
んでいる。
新型コロナウイルスの変
異株「オミクロン株」の感
染が急拡大している。感染
者数の急増により、業務用
需要の停滞が予想される。
消費が減退する時期とな
り、例年、相場は緩む。一
方、出荷頭数は増加する予

測で、相場は総じて弱含みの展開が予
想される。食品価格などの値上げで消
費者の節約志向が高まっている。その
ため、和牛の引き合いは弱まることが
予想される。乳牛去勢、交雑種の相場
の大幅な下げはないとみられる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４００～１５００円、
Ｂ２は１２５０～１３５０円、和牛去勢Ａ４が
２４５０～２５５０円、Ａ３は２２００～２３００円で
の相場展開か。

出荷頭数減、輸
入量不安定で底
堅い相場展開か

１２月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５７９円（前年同月比
１０８％）、中物は５５４円（１１１％）となっ
た。前月に比べそれぞれ８７円、９４円上
げた。出荷頭数の伸び悩みや鍋物需要
などで、じり高の展開で推移し、下旬
の上物は６００円台の高値となった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１月は１３９万９千頭（前年同月比
９９％、平年比９９％）、２月は１３１万頭
（９８％、１００％）と前年を下回って推移
すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の輸入量は総量で７万３１００ｔ
（前年同月比１１０％）の見込み。内訳は

冷蔵品３万４６００ｔ（１０３％）、冷凍品３
万８５００ｔ（１１６％）。冷蔵品はカナダの
洪水の影響による入船遅れから１２月分
が繰り越されたこと等により、前年同
月をやや上回ると予測。冷凍品は中国
の買い付けが弱まったことにより相場
が下がった欧州産の輸入量が増えてい
ること等から、前年同月を大幅に上回
ると見込んでいる。
１～２月は例年、需要が鈍り、相場
は軟調となる。だが、内食需要は安定
している。出荷頭数が前年を下回って
推移すると予測されていることや、輸
入量が不安定なことなどから、相場は
底堅い展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５２０～５５０円、
中物は４７０～５００円での相場展開か。

乳素牛、和子牛
ともに相場は弱
気配で推移か

【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万６４７０円（前年同月比９２％）、Ｆ１去
勢は３９万１７１２円（８５％）だった。前月に
比べ乳去勢は７６９０円下げ、Ｆ１去勢は１
万２６６５円上げた。
枝肉相場は弱含みの展開が予想され
ている。素牛価格も弱気配で推移する
ことが子想される。
【スモール】１２月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が９万７１５２円（前年同

月比９５％）、Ｆ１（雄雌含む）は１６万１３８２
円（９９％）だった。前月に比べ、乳雄
は１６２６円上げ、Ｆ１は４０５６円下げた。乳
雄は、４ヵ月連続で前月を上回った。
当面の取引価格は、頭数が減少傾向
の乳雄はもちあい、増加傾向のＦ１は弱
もちあいの展開が予想される。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、８０万
３２９６円（前年同月比９７％）となった。
前月に比べ１万３６１５円上げた。８０万円
台となるのは、昨年５月以来７ヵ月ぶ
り。
新型コロナウイルス感染症の急拡大
で、和牛の枝肉相場の動向は不透明。
子牛価格は弱気配で推移することが予
想される。

農水省が１２月２４日に公表した２０年
の都道府県別農業産出額によると、
北海道が首位で、鹿児島、茨城、千
葉、熊本の順となっている。この上
位５道県は、産出額の上位品目に畜
産物が複数入っている。また、１１年
と比較すると、耕種・畜産・加工農
産物の３部門のうち、各道県とも畜
産部門の構成割合が上昇している。
品目別の産出額をみると、肉用牛
は、鹿児島が１１５１億円で最も多く、
合計に占める構成割合は１６．８％とな
った。次いで、北海道９６０億円、宮崎
７０８億円、熊本４００億円、岩手２５９億円

の順。この上位５道県の順位は前年と
同じだった。
豚の産出額も鹿児島が８５６億円で最

も多く、合計に占める構成割合は
１３．０％となった。次いで、宮崎５２１億円、
北海道５１２億円、群馬４６５億円、千葉４４７
億円の順。この上位５道県の順位は、
前年から群馬と千葉が入れ替わった。
このほかの畜産物について、産出額
が最も多い都道府県をみると、生乳は
北海道（４０２６億円、構成割合５１．６％）、
鶏卵は茨城（４５２億円、同９．９％）、ブ
ロイラーは宮崎（７００億円、同１９．３％）
となっている。

１２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５１４ ６８２ ２８９ ３０３ ２２７，０８６ ２３７，７７３ ７８６ ７８５
Ｆ１去 １，７１８ ２，０１６ ３２６ ３３０ ３８８，６５３ ３８１，３１３ １，１９２ １，１５５
和去 ２，２６２ １，９８１ ３２２ ３２６ ８１８，５０６ ８０７，７１９ ２，５４２ ２，４７８

東 北
乳去 ― ２ ― ２８０ ― １８４，８００ ― ６６１
Ｆ１去 １ ２ ３１８ ２８１ ２９５，９００ ２７３，９００ ９３１ ９７５
和去 ２，９６２ ２，６３３ ３１４ ３２２ ７７８，９９６ ７９３，５０１ ２，４７７ ２，４６６

関 東
乳去 ６３ ６４ ３４２ ３６３ ３３４，８１９ ３４３，２６９ ９７８ ９４６
Ｆ１去 １４６ １７２ ３４４ ３４５ ４０９，３５８ ３８３，８７４ １，１９０ １，１１３
和去 １，０１３ ６９４ ３１１ ３１８ ８２３，８９９ ７７６，８７３ ２，６５１ ２，４４５

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １５７ ８２ ２７４ ２６５ ７５４，３５５ ７０１，９６１ ２，７５５ ２，６４９

東 海
乳去 ６ ６ ２８７ ２９１ ２５１，９００ ２５４，４６７ ８７８ ８７４
Ｆ１去 ５７ ５９ ３１５ ３１９ ３３２，３５４ ３４４，５９８ １，０５５ １，０７９
和去 ２５０ ４２０ ２６６ ２８０ ８１８，２５０ ７９９，０７９ ３，０７１ ２，８５２

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４２７ ４５５ ２５３ ２６４ ８８７，１０２ ８４８，０７４ ３，５０６ ３，２１３

中 四 国
乳去 ４１ ４７ ２６９ ２７６ ２０６，６６６ ２０９，３２７ ７６７ ７５８
Ｆ１去 ３０６ ２９２ ３３８ ３４３ ３９４，６７４ ３７２，８３２ １，１６９ １，０８６
和去 １，１１４ ５５６ ２９６ ３０６ ７７５，０６３ ７５６，９４６ ２，６１８ ２，４７３

九州・沖縄
乳去 ３ ７ ３０５ ３３２ １５５，４６７ ２０２，４００ ５１０ ６１０
Ｆ１去 ３８９ ４８３ ３３５ ３４４ ４０５，２１３ ３７６，２７０ １，２０８ １，０９３
和去 ８，７０３ １０，４７５ ２９５ ２９５ ８０５，１７１ ７８５，３４０ ２，７３３ ２，６６１

全 国
乳去 ６２７ ８０８ ２９３ ３０６ ２３６，４７０ ２４４，１６１ ８０７ ７９８
Ｆ１去 ２，６１７ ３，０２４ ３３０ ３３４ ３９１，７１２ ３７９，０４７ １，１８７ １，１３５
和去 １６，８８８ １７，２９６ ３０１ ３０３ ８０３，２９６ ７８９，６８２ ２，６６９ ２，６０６

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

肉用牛は鹿児島、北海道、宮崎の順
２０年 都道府県別農業産出額
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